平成２６年度事業報告

１　実施事業
	時　　期
	事 業 名
	事業内容及び成果

	H26.5.18（土）
	・平成２６年度総会

・第１回交流会

（２部構成で開催）
	総会ではH25年度事業報告及び収支決算・監査報告、平成26年度事業計画及び収支予算、役員人事について過半数の会員によって承認された。

交流会では、H26.2に開催した「世羅への日帰りエコツアー」の報告、「ＥＳＤ」についての簡単な講習を実施し、会員からの活動報告をしていただきながら歓談した。

	H26.7.26（土）
	ひがしひろしま環境フェア2014(共催)
	昨年に続き４回目となる 「ひがしひろしま環境フェア2014」に共催参加し、実行委員会の中核として企画・運営に携わった。併せて、エコネットひがしひろしまのブースを出展した。

	H26.10.7（火）
	緑のカーテンコンテスト、

ストップ地球温暖化ポスターコンクール（共催）
	H22年度から東広島市が主催して開催されているコンテストに共催参加した。審査は”緑のわっかWG“をはじめとする会員が担当し、優秀な作品に対してエコネット賞を授与した。

	H26.6～H27.2
	省エネチャレンジコンテスト（共催）
	H24年度から共催している省エネチャレンジコンテストを引き続き開催した。

	H26.11.1（土）

～11.2（日）
	第24回生涯学習フェスティバルに出展
	東広島運動公園で開催されたイベントに加入団体がブース出展し、それぞれの活動紹介や当会への参加を呼びかけた。エコネットひがしひろしまブースでは、省エネ診断や木の実クラフト工作などと共に、パネルで活動紹介を行った。

	H26.11.27（木）
	第２回交流会

懇親会
	当会をより魅力的にするための事業について、ワークショップ形式で意見交換を行った。

終了後、懇親会を開催し交流を深めた。

	H27.1.26（月）
	衛生施設見学会
	東広島市内のごみや排水の処理などを学ぶため、３つの施設をめぐる見学会を開催した。寺西住民自治協議会を中心に参加希望があり、30名の参加があった。

	H26.2.13（金）

～2.14（土）
	企画交流合宿

（世羅町）
	世羅町の世羅の宿ひがしにおいて、エコネット及び各会員の実施するイベント等の企画書作成作業を通じて交流を深めた。各グループに分かれて、課題を抽出しその解決策を話し合った。

	H26.10.22（水）

H26.12. 3（水）

H27. 3.18（水）
	つつじの咲く里山づくり～体験版～

（共催）
	団体会員のデ・べっその自生するつつじを育てて、ひとの交流の場をつくる活動を盛り上げるため、３回のイベントを行った。

	H26.1.14（水）

～H26.3.31（月）
	ＦＭ東広島

DOGENNSURU　NIGHT
コーナー提供
	事業者・団体会員の環境活動をＦＭ東広島で発信することで、会員と当会をPRするとともに、リスナーへの環境啓発を目的として、全１１回の１０分間コーナーの提供を行った。


※その他、各種団体・事業者・個人でそれぞれの取組み（一部はエコネットひがしひろしま後援事業として）を行いました。

２　エコネット認定事業（いずれもエコネットひがしひろしま共催事業）

	時　　期
	事 業 名
	事業内容及び成果

	H27.1.24（火）
	サステナブル・コミュニティーづくりフォーラム2015
	３年前に開催したＭＥＥＣ（みんなのエネルギー環境会議）広島及び前年度の同フォーラムの関係者による「環境先進都市」実現に向けた公開討論を行った。終了後の自由集会では参加者同士の交流が深められた。


３　エコネットひがしひろしま後援事業

	時　　期
	事 業 名
	事業内容及び成果

	H26.7.25（金）
	ライトダウンin東広島2014
	星空や明かりが落ちた西条の街並みの観望、星空コンサート、クイズ大会の実施。470名の参加者があった。

	H27.3.7（土）
	地域のエネルギー自立を目指したシンポジウム
	広島大学に４人の講師を招き、市民・地域が主体の自然エネルギー普及の仕組み、環境先進自治体の取組み、東広島市の環境の今後についての講演及び討論会を行った。


４　通年事業

	時　　期
	事 業 名
	事業内容及び成果

	通年
	役員会の開催
	・それぞれのイベントや今後の活動について検討・協議するため、計１２回の役員会を開催した。

	通年
	広報活動
	・各団体が行う活動について、ホームページ等による参加の呼びかけや、活動報告を随時行いＰＲした。

・ＦＭ東広島へのコーナー提供を行った。

・新キャラクターの愛称募集をイベント会場やフェイスブック等を通じて実施し当会のＰＲを行った。

・新キャラクターのシールを作成した。作成したシールは今後のＰＲに活用する。

・ホームページの利便性の向上及び新キャラクターの活用のための改修を行った。


